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内山永久寺之図
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か

っ
て
天
理
市
柚
之
内
町
に
は
、

「西
の
日
光
」
と
呼
ば
れ
た
内
山
永

久
寺
と
い
う
寺
院
が
あ
り
文
化
的
に

も
大
き
な
役
割
を
は
た
し
た
。
そ
の

寺
院
が
今
も
存
在
す
れ
ば
、
今
年
、

創
建
九
百
年
を
迎
え
る
。
同
寺
は
、

柚
之
内
に
あ
る
天
理
図
書
館
よ
り
東

南
に
歩

い
て
十
分
ほ
ど
の
山
の
辺
の

道
に
沿
う
内
山
に
属
す
る
。

永
久
寺
は
鳥
羽
天
皇
の
勅
願
に
よ

り
、
興
福
寺
大
乗
院
院
主
頼
実
が
平

安
末
期
の
永
久
二
年

（
一
一
一
四
）

に
時
の
年
号
を
寺
号
と
し
て
創
建
し

た
由
緒
あ
る
真
言
系
の
修
験
寺
で
あ

り
、
南
北
朝
動
乱
の
頃
、
後
醍
醐
天

皇
も

一
時
立
ち
寄
ら
れ
た
。

境
内
に
は
真
言
堂
、
多
宝
塔
、
本

堂
な
ど
の
主
な
伽
藍
が
建
立
さ
れ
、

そ
こ
に
は
多
く
の
仏
像
や
絵
画
が
あ

っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
明
治
新
政
府
の

「神
仏
判
然
令
」
に
よ
る
激
し
い
「廃

仏
毀
釈
」
に
よ

っ
て
、
そ
の
悌
す
ら

た
ど
れ
な
い
ほ
ど
破
壊
さ
れ
、
多
く

の
僧
が
離
散
し
、
明
治
八
年

（
一
人

七
五
）
廃
寺
と
な

っ
た
。

そ
の
中
に
あ

っ
て
、
鎮
守
拝
殿
は

石
上
神
官
に
移
築
さ
れ
、
摂
社
出
雲

建
雄
神
社
拝
殿
（国
宝
）
と
な
る
。
そ

の
他
秀
れ
た
美
術
品
等
が
国
内
の
寺

や
美
術
館
に
移
り
、　
一
部
は
ボ
ス
ト

ン
美
術
館
等
、
海
外
に
ま
で
流
出
し

て
い
る
。

掲
出
の
絵
図
は
、
近
世
文
書
の
集

書
保
井
文
庫
に
所
蔵
し
、
江
戸
期
の

姿
を
明
治
に
書
き
写
し
た
も
の
で
、

全
容
を
う
か
が
わ
せ
る
貴
重
な
史
料

で
あ
る
。
旧
来
の
参
道
に
は
西
門
が

あ
り
、
東
の
奥
ま

っ
た
平
地
に
は
阿

弥
陀
如
来
を
祀
る
本
堂
と
、
大
日
如

来
を
祀
る
真
言
堂
、
釈
迦

・
薬
師

・

弥
陀

。
弥
勒
を
祀
る
多
宝
塔
、
観
音

堂
、
御
影
堂
、
塔
頭
な
ど
五
十
余
り

の
建
造
物
が
配
置
さ
れ
て
い
た
。

現
在
は
、
挿
図
の

「本
堂
池

（大

亀
池
と

だ
け
が
残
り
、
水ヽ
久
寺
を
偲

ば
せ
る
建
物
は
何
も
残
っ
て
い
な
い
。

（天
理
図
書
館
　
加
藤
重
光
）
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◆平日(午前 9時～午後 5時半)土・日・祝 (午前9時～午後4時半)

06月 の休館日:30日

(本欄にて紹介した名品の閲覧については係へお尋ねください)


